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Abstract 
Pasal1ia edulis is an indigenous evergreen broad-Ieaved tree species in Japan， belonging to Fagaceae. This species grows in a part of the laurel 

forest zone according to the forest division and in the location of the South Sea type in the climate division， and distributes in Okinawa 

Prefecture including southwest islands and western Kyushu， Wakayama Prefecture in Ku Peninsula， the southernmost end in Chiba and 

Kanagawa Prefectures in Kanto， and Kochi in Shikoku Island. The acorns have been used as a famine food since ancient times. Natural 

distribution has become unknown because the trees were planted in ruralland to use logs for fire¥‘'ood and branches fo，' sea weed production. 

The trees which were once actively planted and used in the human living were left without being utilized at present. Shutake mushroom 

cultivation with wood and acorn cuisine a問 proposing.There is a momentum to use them little by little， however， overall usage is lacking. This 

paper recalls the histOlγof the relationship between P. edulis and human living and introduces the recent research cases of eft"ective tree usages 

for sustainable maintenance of forest functions. 

1 . 緒言

里山林は，人の身近にあり ，人間生活にと って重要な役割

を果た してきた すなわち，森林の持つ各種機能，生物多様

性保全，地球環境保全，土砂災害防止，水折、溜養，快適環境

形成，保険 ・レクリエーション，文化， 物質生産などにより

人間生活を支えてきたけ.これら森林の機能を最大限に発揮

させるためには，人為を加えて森林を適正に管理する必要が

ある しかし，現在では人間生活の場が里山から離れ，かつ

て利用されていた里山の森林は手が加えられないまま放置

されている，

かつて里山として薪炭材生産な どに利用 されていたマテ

パシイ林も例外ではなく，現在では放置されており，大きく

育った木は山崩れの原因にもなっている.本報では，マテバ

シイが人々の暮ら しと関わって里山林として活用されてき

た歴史を娠り返り ，さらに森林の機能を維持するために樹を

利用する方法について近年の研究事例を紹介する.

2 マテバシイの特徴

2.1 樹としての特徴

マテバシイはブナ科 Fagac巴aeの常縁高木で，学名は通常

Pasania edulis ~仏KI NO を用いる . マテパシイ属 Pasania が

属するブナ科樹木は日本産広葉樹の中で木材生産樹種とし

て最も重要なグループの一つで、あり，ブナ属 Fagus，コナラ

属 。vercus，マテバシイ属 Pasania，シイ属 Castanopsis，

クリ属 Castaneaの 5属が日本に産する.マテパシイ属と;常

緑性のコナラ属樹種との聞には類似性があり，マテパシイ属

は他属に比べてコナラ属に近縁である 2) しかし，この属の

範囲の取り方には種々の考え方があり，マテノ〈シイの学名と

して [ithocarpus edulis NAKAI や Symaedrys edul is 

KOIDZUMIなどが使われる こともある 3.4) また，国内ではマ

テパシイ属には Pasaniaedulis 1種のみが属するという説

とシブリガシ(Lithocal周知 IS glabra NAKAI または Pasania

glabra OERSTEDT， Synaedrys glabra KOIDZUMI)を含めると

いう説化財がある.

樹幹は通常直立し，高さ 20m，幹直径 1mに違令するもの
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もある (Fig.1A). 樹肌は灰白色から[1音褐色を呈し，平滑で

あるが樹齢が憎すと浅い縦裂が入る (Fig.1s) 葉は厚い革

質で長さ 10-20cm，幅 3-8cmで，互生して校端に集まって

つく (Fig.1C) ，1) 根系については，細根の水平 ・垂直分布

ともに中間的な位置に分布のピークがあり ，太根の割合が高

く，根茎の先端まで太根が存在することが特徴的である (Fig.

1D) 6) 

マテパシイは純林を形成し， 1種のみで高層相を優先する

林分を形成する場合が多い (Fig.1E).その成立には萌芽初

期の成長が大きいことが強く影響している (Fig.1 F) 7) 面

積当たりの生産量はシイ属の林に比べて大きい.これは比i鮫

的薄い林冠に多量の葉を密生して効率良い光合成をおこな

っているためである 8) さらにマテパシイは乾燥環境下でも

成育することが確認されている 9) マテパシイの落葉のピー

クは 5-6月，雄花序形成は 6月，種子落下は 9月に集中して

いる 10.11) 

2. 2 材としての特徴

放射孔材であり ，組織はシイ属・カシ類(常緑のコナラ属)

に似る.辺材 と心材の区分は不明瞭であり ，帯紅灰褐色を呈

す.肌目は粗く，年il翁界はやや見えにくい.放射組織は大き

いが材面では目立たない 気乾重は 0.61-0.81であるが，シ

イ属よりもやや硬い.しかしながら保存性 ・耐久性は低い '1)ー

2. 3 森林としての特徴

伐採後 30-35年までの聞に下層構生が貧弱となる 12) 林内

土壌の水分保持能力 (貯水容量，浸透能)が低い しかし，

落葉の流出が起こり得るような急崖地以外で、は，落葉)~i が厚

く堆積するために雨滴を遮断して表面流による浸食や構造

破壊は避け られる.日本木土の林業主要木であるスギが生育

しない劣悪な条件下でマテバシイ林は環境適応能力に優れ，

ある程度放置することが可能であるため，生産性の面からは

有利な資源になり得る.薪炭林生産のような短伐期施業を行

う場合，林床植生の回復を待たずに再度伐採されるため，森

林の機能が十分に発揮されない可能性がある.

3 分布と生態

ブナ科は日本の照葉樹林の優占種のひとつであり，東アジ

アからヒマラヤ山脈の南斜面にかけて，東南アジアの半島部

および島II@J部の山岳地帯，""'<カロネシア，北米島南部に分布

している 13.I~ ) マテパシイ属はアジア東部，東南部の!援帯か

ら熱櫛にわたって約 50種， 北アメリカ西部に 1種生育する

3.1 圏内での分布

森林の分布は気候要素 (気温，降水量，霜など)の中で気

慌に最も強く支配される 15) マテパシイの分布域は関口の気

候区分皿に相当する 16) この気候区分は， 気温，雨，日照率，

7)<'分過剰量を集約して 3地域に区分している.固有の分布と

して考えられているのは，琉球，九州， 対馬の|凌帯から亜熱

帯であるが， 古くから木川1，四国の温暖な地域でも建築材，

薪炭林，庭木，防風林， および食用種子と して広く植殺され

ているので，自然分布は現在|慶|床となっている 3，17)ー

3. 2 沖縄・九州

沖縄県における植生学的研究の結果，琉球列島の植生の群

落単位が明らかにされた.マテパシイは常緑広葉樹林ーヤブ

ツバキクラス林 のリュウキュウアオキ スダジイ群回， オ

キナワテイショウソウーマテパシイ群集の範111.需に属する沖

Fig. 1 Photographs of Pasania eduJis in Chiba Prefecture， A: th巴trees;B: th巴logs;C: 1巴avesand inf10r巴scences;D: the roots 

showing in the ground surface; E: epicormic shoots coming from the cut mother tree 












